






























































































































発生日 褥瘡の深さ 処置 治癒日
尾骨 20XX年2月18日 d2 洗 浄+メ イ ス パ ン+ガーゼ保護 4月13日
左母趾 20XX年2月24日 d2 洗浄+ゲーベン塗布 5月19日
左踵 20XX年2月24日 d2 ワセリン塗布 5月19日
右踵 20XX年3月30日 d2 ワセリン塗布 5月19日
陰茎 20XX年2月24日 d2 洗浄+バラマイシン塗布 5月19日
表1






仙骨 20XX年7月5日 d2 洗 浄+メ イ ス パ ン+ガーゼ保護 7月20日
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護師の精神面の支えになることである．
　臨床心理学者ハーズバーグは，自身の著書のな
かで仕事における満足と不満足の要因を明らかに
している．仕事の満足感を得るためには「動機づ
け要因」を満たすことが必要であり，動機づけ要
因の中に「達成」「承認」「責任」という項目があ
る．特に「達成」は満足感を得るための高い割合
を占めていることを説いている．今回のA氏への
病棟スタッフの関わりを振り返り，アンケート結
果を照合すると，自分達の行ったケアが状態の悪
い患者の褥瘡を治癒させた，という達成感を生
み，その達成感がケアの満足感となった．そして
高まった満足感は看護への意欲を向上させ，他患
者へのケアの充実に繋がったと考えられる．今回
の症例では担当褥瘡専任看護師からも病棟として
頑張った，という評価をいただいた．その点は行っ
たことが「承認」されたこととなり，「達成」と
の相乗効果でスタッフのモチベーションをあげる
ことにつながったといえる．A氏のケアを通し病
棟内の意識変化が生じた背景には自身の行ってい
る看護の満足感が得られたことが大きく，看護師
にとって自身をプラスに評価できることの重要性
も改めて理解することができた．
　しかしA氏へのケアを通し充実した面もある
が，現在当病棟の褥瘡発生率は上昇している．発
生要因は体位のずれやオムツの皺が多い．特に体
のずれは，A氏の時に実感できなかった点である．
A氏は自動運動がないため一回ポジショニングで
きればずれは生じにくかった．しかし，動きのあ
る患者はポジショニングをしても自分で動きずれ
を生じる．また，衣服との摩擦を生じることもあ
る．今後はこういった現状の問題点を病棟内で明
らかにし再度満足度を高めることのできるケアを
共通して行うことができるよう注意喚起していき
たい．そして，ケアという「責任」を果たすこと
で更なる看護の満足感を病棟スタッフと共有でき
ることを目標にしていきたい．
Ⅸ．おわりに
　褥瘡を発見すると看護師は患者に申し訳なく悲
しい気持ちになる．そしてそれは看護師のモチ
ベーションを低下させることにつながる．今回充
実した看護を行うためにはケアに対する満足感が
必要であるということがわかった．褥瘡を発生さ
せないことは困難なことである．しかし，不可能
なことではなく，その目的を達成できた時の充実
感は果てしなく大きい．看護師という仕事をやり
がいを持って続けていくためにも諦めず，病棟ス
タッフと協力しながら褥瘡対策をすすめていくと
いう新たな決心ができた．今回の症例の振り返り
を病棟に還元できるよう進めていきたい．
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